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MASCOT を利用した平均風速の割増係数および変動風速の補正係数算定の際の 

解析領域高さの設定に関するガイドラインおよびソフト不具合の修正について 

 

1. 解析領域高さ設定に関するガイドライン 

MASCOT Version2.0 のベータ版機能である構造設計に用いる平均風速の割増係数および変動風速の補正係数

算定用のMASCOT Basicの解析領域高さ設定等に関するガイドラインを以下に示します． 

石原ら1)によれば解析領域高さが解析結果に影響を与えないためには、解析領域の閉塞率を 5%以下とする必

要があるとされています。解析領域内の最大標高差の 20倍に解析領域内の最低標高値を加えた数値を解析領域

高さとして設定することによって，閉塞率 5%以下の条件を満たすことができます．ただし，大気の特性上，成

層圏界面(高度約 10km)を超える解析領域の高さを取ることは現実的でないため，解析領域高さの上限を 10km

とします．すなわち，解析領域高さ HZ は 

  (1) ( max min minmin 20 ( ) , 10000mHZ H H H= × − + )
と計算することができます．ここで， , はそれぞれ解析領域内の最大標高値および最低標高値であり， maxH minH

図 1 に示します．また式(1)にある 20 は，地形が 2 次元であると仮定し，閉塞率 5%の条件（1/20=0.05＝5%）

を満たすように設定した数値です。 
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図 1 解析領域の一例と記号の定義 

この条件を満足した解析領域高さの設定方法の具体的な設定手順を以下に示します． 

(1) [Edit]-[Casefile]メニューで，解析領域の位置，大きさ等の解析条件の設定を行います． 

(2) [View]-[Flat Grid]-[Terrain Map]メニューを選択します．この操作により,解析領域の概要が地図

で表示されるとともに解析領域内の最大標高値および最小標高値がログファイルに記録されます． 

(3) [View]-[log]メニューを選択します．この操作により，(2)でログファイルに記録された解析領域内の最

大および最小標高値を参照することができます．図 2 に[View]-[log]メニューを選択した際に表示され

るログファイルを示します． 

最大標高値(Hmax)
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図 2 [View]-[log]メニュー実行時に表示されるログファイル 
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図 2に示される最大標高値および最低標高値を記録しておきます． 

(4) 式(1)に従い，(3)で参照した解析領域内の最大標高値および最低標高値から解析領域高さを計算します．本

例では，解析領域高さ HZ は 

 
( ) ( )max min minmin 20 ( ) , 10000m min 20 (560.0m 0.0m) 0.0m , 10000m

10000m
HZ H H H= × − + = × − +

=
(2) 

となります． 

(5) 以上求めた解析領域高さを設定します．[Edit]-[Options]-[Boundary Treatment]メニューを選択

すると(図 3)，[Edit Boundary Treatment]ダイアログが表示されます(図 4)． 

 
図 3 [Edit]-[Options]-[Boundary Treatment]メニューの選択 

 

図 4 [Edit Boundary Treatment]ダイアログ 

表示された [Edit Boundary Treatment]ダイアログ中の [Calculation Domain Height]-

[Specify height]に，(4)で求めた解析領域の高さを入力します．以上で設定は終了です． 

2. 流入境界高さに関する不具合の修正 
Mascot では流入境界面の高さは，上流地形の平均値となりますが，現バージョンの MASCOT(MASCOT 

Basic version2.0e 以前)の Engineering プロジェクトでは流入境界の標高値が海面高さ(0.0m)となる不具合があり

ました．最新バージョン(MASCOT Basic version2.0f 以降)ではこの不具合は修正されているため，MASCOT 

Basic version2.0f以降のバージョンを使うようお願い申し上げます． 
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